


































(1) OECD, Information Technology Outlook, The Hindu B硲 inessLine, Monday, 











すでに， SPS (Strategic Planning Services) /Spectrum Economicsは

















(3) The Financial Times (Mumbai), September 10, 2000 
(4) インドに続く諸国の順位はフィリピン，中国，マレーシア，シンガポール，イン
ドネシアであり，インドネシアは最下位に位置づけられている。 (FarEastern Eco-
nomic Review Sep. 2, 1999) 
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(5) "Annual Report The Information Technology 100", Business Week, June 24, 
2002, pp. 92-120 
(6) NASSCOM Media Room, July 18. 2002. 
<http://www.nasscom.org/ artdisplay .asp? ArLid-1311〉
(7) "Indian Information Technology Update" 
<http:/www.businessnewsguide.com/itupdate.html〉







及ぷ。 NASSCOMは，国際的にも WISTA(世界情報技術サーピス連盟）， ASOCIO
（アジアオセアニアコンピュータ産業機構）に代表を出している。
<http://www.nasscom.org〉















大都市における1000 1000人あたりの PC 1万人あたりのイ
人あたりの電話普及 普及率 ンターネット接続
率 (1997年現在） (1997年現在） 率
India 104 2.1 0.11 
Bangladesh 20 ． 0.00 
Pakistan 61 4.5 0.15 
Sri Lanka 271 4.1 0.31 
Indonesia 105 8.0 0.52 
Malaysia . 46.1 18.38 
South Korea 450 150.7 37.66 
Singapore 461 400.0 188.00 
us ．． 406.7 975.94 
Japan 991 202.4 107.05 
EU 1000 186.1 122.32 
出所： The World Bank, World Development Indicators 1999. 
(11) National Taskforce on Information Technology & Software Development 
については， <http/i t-taskforce.nic.in/〉
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の FinancialTimes (London)は，インドが，当時の NICs(新興工業経済群）
の仲間入りするのではないか， とのその成長動向に期待を寄せる論説まで掲
載していた。さらに， IMF(国際通貨基金）と世界銀行も，インドの経済動
(12) Financuzl Times, February 21, 2001. 
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この新政策の下， 91年 7月には， 2割近いルピー切下げを断行し，それを
皮切りに，「産業政策声明」，「貿易政策声明」等，経済自由化の具体策が示さ









すら，議会に提出できない状況であった。 (BimalJ alan (ed.), The Indian Economy: 
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Problems and Proゅects,Penguin Books India, 1992, A. Kohli, Democracy and Dis-































れる。 SIA(Secretarial for Ind硲 trialApprovals) News Letter 2000. 

















































































緊急移動用に 25台のバスを常備している。 (Ishaan Seth (Mckinsey London), 
"Effects of IT on Productivity and Economic Growth of India", (甲南大学シュレ









れた。この TIの成功により， Departmentof Electronicsは， 1991年，ソフトウェ
ア開発輸出政策の振興機関として，独立の行政法人である STPIを設立した。
(22) STPIは Pune,Bangalore, Bhubaneswar, Noida, Hyderabad, Thiruvanantha-
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puram, Gandhinagar, Mohali, Jaipur, Calcutta, Navi Mumbai, Chennai, Mysore, 
Vizag, Manipal, Coimbatore, Indore, Guwahati等26ヶ所に存在する。さらに，米国
シリコンパレーにピジネスサポートセンターを設立している。(Governmentof 
India, Ministry of Information Technology Advantage India 2000-2001) 
(23) ラルマルソウマ，「インドにおける著作権およぴ隣接権の保護」， 「コピライト」，
(2000年 3月号）， 54頁。







に， 1999年10月に IT省 (Ministryof Information Technology)を設立し，



















(26) Sun Microsystems Indiaの ManagingDirectorである BhaskarPramanik 
は，ソフトウェア産業が30年前に興った産業であったなら，国有化されていたかもし
れないと指摘する。 (AnthonySpaeth, "India's IT Bonanza" TIME, October 16, 





それでは，以下でその IT産業の実態を考えたい。インドの IT雑誌， Com-








95-96 96-97 97-98 
ハードウェア
310. 7 360.4 428.8 
（国内）＊
ハードウェア
96.5 133.3 110.0 
（輸出）
ソフトウェア
124.0 131.5 146.0 
（国内）
ソフトウェア
252.0 344.2 523.0 
（輸出）
トレーニング 54.0 68.0 87.0 
IT消費財関連 11.0 13.6 23.0 
メンテナンス 49.0 57.0 63.0 
個 人輸入 37.0 58.0 31.0 
A ロ 計 934.2 1166. 0 1411. 8 
＊ハードウェアは周辺機器とネットワーキング機器含む
出所： Computer Today, July 1-15, 199, p. 14 

















































(29) Government of India Ministry of Information Technology, Advantage India 
2000-2001 
(30) Samuel C. Certo J. Paul Peter Strategic Management: Concepts and 
Applications, McGraw-Hill Inc., 1991, p. 97. 
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出所： Premchander "Indian Software Industry: A Diagnostic Analysis" Management 














プールとしては，米国に次ぐ人材供給力を有している。 (IndianInstitute of 
Management, Management Review, July-Septemer, 1998, p. 81) 
(32) インドのソフトウェア技術者の 1月の乎均賃金は， 225ドルであるとのに対し，
フィリピンは450ドル，シンガポールは600ドルである。(ibid.)




















出所： Premchander "Indian Software Industry: A Diagnostic Analysis", Management 


















出所： Premchander "Indian Software Industry: A Diagnostic Analysis", Management 
Review, January-March, 1997, Financial Times, November 6, 2000に基づき作成。
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Goldman Sachs Report (2000) によれば， 2004年までに
5%規模 (300億ドル）に達するだろうとの予測がある。
出所： Premchander "Indian Software Industry: A Diagnostic Analysis" Management 













図表 7 インドのソフトウェア輸出先 (2000-2001年と1999年ー2000年の対比）
2000-2001年 1999-2000年
地域 輸出額 全体に占め 輸出額 全体に占め
(100万ドル） る比率 (100万ドル） る比率
北米 3710. 23 62.06 2655.38 66.00 
EU 1331. 55 22.27 842.27 20.94 
シンガポール，香
港，他の東南アジ 324.68 5.43 157.13 3.91 
ア諸国
日本，韓国，他の
197.23 3.30 116. 61 2.90 
極東アジア諸国
ヨーロッノゞ
82.33 1.38 91.55 2.28 
(EU外）
アフリカ 48. 77 0.82 61.78 1. 54 
ラテンアメリカ 7.82 0.13 5.78 0.14 
ロシア及ぴc.r.s
（独立国家共同 1.19 0.02 0.44 0.01 
体）
A ロ 計 5978.26 100.00 4023.26 100.00 








億ドルから85億ドルに下方修正したが， 2000年度末の実質値は， 2001年 2'
(34) <http://www.nasscom.org/ articles/ sw _export_growth.asp> 
70 















さらに， NASSCOMは，既に英国 CSSA(Computing Software Service 










(36) "IT and the Economy" Economic and Political Weekly, April 21-27, 2001 
(37) Wiproの成長率は，最高時には70%であったが，米国の景気低迷を受けて， 2001
年 4-6月期には46%に低下している。 (TheJapan Times, August 2, 2001) 
(38) 日本経済新聞， 2001年5月21日付。なお， Infosysの収益のうちソフトウェアが
占める割合は， 69%であるが，その地域別比率の82%が米国， 9%がヨーロッパ， 3%
がインド，そして，その他の諸国が総計 6%となっている。 (SumantraGhosal, Gita 
Piramal and Sudeep Budhiraja, World Class in India: A Casebook of Companies in 
Transformation, Penguin Books, 2001, p. 623.) 
(39) <http://www.nasscom.org/articles/sw_exporLgrowth.asp〉




年 度 輸出額（米ドル） 前年度比成長率（％）
1994-1995 14.83 76.9 
1995-1996 16.00 15.2 
1996-1997 30.70 105. 7 
1997-1998 64.74 122.7 
1998-1999 84.33 44.2 
1999-2000 95.35 17.1 
2000-2001 162.60 82.4 
2001-2002 250.00 53.8 
出所： Electronics and Computer Software EPC; New Delhiより作成































Universityの SoftwareEngineering Instituteによる CMM(Capability 








から99年， 2000年と 5割増で伸ぴてきている。 2002年度も 5割増が見込める
(44) 
と言われる。ネックになっていた国内の安定も追い風となって，ロシアの IT
(42) Indian I. T. Club Newsletter, March-April 2002 


























(45) Premchander "Indian Software Industry: A Diagnositic Analysis", Manage-
ment Review, 1997, p. 14. この傾向に拍車をかけたのが， Nasccomが高速データ処
理リンク (64Kbps, 2 Mpbs)の整備を図ったことである。 2001年3月現在では，ソ
フトウェア会社からの貨借されている 64Kbpsを提供するラインは1400以上にも
上る。 1992年にはその数はわずか10であった。



























強い。（日経 BP, 「デジタル大辞典」，2000-2001年版， 699頁。）
(47) Pankaj Ghemawat and Murali Patibandla, "India's Exports Since the 
Reforms: Three Analytic Industry Studies" Jeffrey D. Sachs Ashutosh Varshney, 
Nirupam Bajpai (eds.), Indi.a in the Era of Economic Reforms, Oxford University 
Press, 1999, p. 210 


























(49) r日本経済新聞J,2000年， 8月 1B付。
(50) Share DataとAmericanElectronics Associationの1995年調査によると，カ
リフォルニア州に所在する600社のうち， 54%は，すべての従業員に自社株購入権を
与えていた。そのうち，従業員100人以下の企業の割合は， 83%に上る。 (IndianInsti-
tute of Management, Management Review, July-September, 1998, p. 91.) 
(51) 設立から， 10年程の間に NASDAQに上場したインド企業としては， Infosys,
Wipro, HCL Group, NIIT, Satyam Computer Servicesがある。
(52) Business India, December 11-24200, p. 63. 
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Report (1999) は， ITESが2008年までに輸出額で150億ドル，ソフトウェア
輸出の15%を占めると見ており， IT及ぴソフトウェア開発に関する対策委員
(56) The Japan Times, August 2, 2001 
(57) "Round Table Information Technology: Redefining Boundaries", Manage-
ment Review, June, 1999, p. 59. 
(58) Business India, February 8-21, 1999 
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(60) ibid., S Ramani, "IT Enabled Services: Growing Form of Telework" Eco-
nomic and Political Weekly June 24, 2000. 
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(62) Robert R. Miller, Leapfro犀 ng?Ind幻'sInformation Technology Industry and 
the Internet, International, Finance Corporation Discussion Paper No. 42, The 
World Bank, 2001, p.31. 
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インド IT産業の成長と課題 (M.L.シュレスタ）
インドの他の産業が何故停滞に喘いできたのかについても大きな示唆を与え
るものであるかもしれない。
［追記］
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本稿は，（財）平和中島財団の助成研究（アジア地域重点学術研究）「イン
ド経済政策の転換とソフトウェア産業の成長 インドの新たな国際競争
優位性の総合的検討 」の成果の一部である。また，本稿をまとめるに
あたり，インド経営大学 (UM)Ahmedabadアメダパード校の Jagdeep
Choker教授，インド国立科学・技術・開発研究所の V.K. Gupta氏，イン
ド国立科学産業研究審議院の SudeepKumar氏に貴重なコメントをいた
だいた。感謝の念を記したい。但し，本稿における分析等については，筆
者がすべて資任を負うものである。
